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酷暑、竜巻、集中豪雨、10 月になっての猛暑日、異常気象としか言い表せない状況が今年

も続きました。季節の移り変わりを感じ取る間もなく今年度も残り半年を切ってしまいまし

た。皆様、お体の調子はいかがでしょうか？ 

さて、今年度はレクリエーションの内容を当初変更するつもりでいたのと、講習会の開催

時期の関係で、8 月にレクリエーションを行い(レクリエーションは準備期間の関係もあり例

年通りのボウリング大会になりました)、事業計画のほとんどがすでに実施されました。8 月

24 日のボウリング大会は参加者 26 名、10 月 5 日の放射線セミナー及び胃がん検診エックス

線撮影従事者講習会は参加者 23 名で実施いたしました。参加人数は少なかったですが、ボウ

リング大会は結構盛り上がり楽しかったですし、セミナーと講習会はみんなが大変真剣な姿

勢で参加してくださいました。参加して頂いたみなさんありがとうございました。 

しかし、300 名から組織されている会の主要行事にしては寂しさが拭えない結果でもあり

ます。開催時期や内容、開催場所が多数の会員の支持を受けられていないのならば我々地区

会役員の責任が大きいでしょうが、そこはご容赦いただき今後は多くの会員の参加をお願い

したいと思います。ぜひ職場で声を掛け合って参加してください。次回は平成 26 年 3 月 8

日(土)もくせい会館にて第 2 回セミナー及び胃がんエックス線撮影従事者講習会となります。 

 

 

中部地区会長 児玉吉彦 
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【特別講演】 

・「がんと臨床検査」  ＪＡ静岡厚生連 清水厚生病院 臨床検査科技師長 三宅 和秀 先生 

 

第 1回放射線セミナーが平成 25年 10月 5日（土）、グランシップ（静岡市駿河区） ２Ｆ映像ホールにて

開催された。 

我々の職場は、様々な職種がチームとして医療が成り立っている。今回、臨床検査科から〝がんと臨床検査

〟と題して、静岡県臨床検査技師会の常任理事でもある、JA静岡厚生連清水厚生病院臨床検査科技師長 三宅 

和秀先生よりご講演をいただいた。 

 臨床監査科の業務は検体検査と生理機能検査に大きく分けられる。まず、検体検査の流れについて述べた。

採血管の種類と採血の順序は決められた順番で行うことが推奨されている。 

次に検査データの正常値と基準値の違いについて述べた。以前の検査値は「正常値（正常範囲）」としてい

た。しかし、正常値という言い方は誤解を招きやすいため、最近は健康であると判断された人の 95%の人が入

る数値「基準値（基準範囲）」とするようになった。 

その検査データの読み方だが、検査結果に影響を及ぼす要因は食事や運動、日内変動などさまざまある。そし

て基準値は絶対的なものではなく、測定値を判断するものとなる基準である。正常な人でも基準値から外れて

いることもあれば、異常な人でも正常範囲に入っているものもある。つまり、個人の基準値をみつけることが

大切であることを述べた。 

つづいて腫瘍マーカーについて。がんには多くの種類があるが、そのがんに特徴的な物質を産生するものを

腫瘍マーカーと呼ばれる。その中で主に血液中で測定可能なものを、いわゆる「腫瘍マーカー」として臨床検

査の場で使われ、現在数多く使われている。腫瘍マーカーは、進行したがんの動態を把握するのに使われてい

るが、早期診断には使えるという意味で確立していない。診断そのものは血液検査、画像をもちいた検査、身

体所見等で総合的に勘案して行う。したがって、腫瘍マーカー値の上下のみでがんの存在、病態の悪化及び回

復を判断できるものではない。ただ、例外的に前立腺がんだけは、早期からＰＳＡというマーカーが増加し、

血液検査だけで早期前立腺がんの診断が可能となることを述べた。 

 最近胃がんのスクリーニング検査として注目されてい

る胃がんリスク検診（ＡＢＣ検診）についてお話があっ

た。ＡＢＣ検診とはピロリ菌感染の有無と胃粘膜萎縮の

程度を測定し、被検者が胃がんになりやすい状態かどう

かをＡ～Ｄの４群に分類する新しい検診法である。ただ、

ＡＢＣ検診はがんそのものを見つける検診ではないこと

述べた。そのなかで、ピロリ菌の話、ヘリコバクター・

ピロリの検査等について詳細に述べられた。 

 最後に最近のトピックスとしてアミノ酸でがん検診す

るというアミノインデックスについて興味深いお話があ

り、講演をまとめた。 

                                                                           

清水厚生病院  飯塚 知幸 

第１回 放射線セミナーが開催されました！ 
平成 25 年 10 月 5 日（土）  グランシップ映像ホール  参加者 23 名 
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【特別講演】 

・「症例から学ぶ胃Ｘ線読影」         藤枝市立総合病院 放射線科 蒔田 鎮靖 先生 

 

第１回胃がん検診エックス線従事者講習会は「症例から学ぶ胃エックス線読影」というタイトルで藤枝市立

総合病院放射線科の蒔田鎮靖先生にご講演頂きました。 

蒔田先生は日本消化器がん検診学会東海北陸地方会世話人とＮＰＯ法人日本消化器がん精度管理評価機構

技術指導員を務めています。 

はじめに、病変部を指摘できなかったエックス線画像を供覧した後、ABC 検診について触れました。バリウ

ム検診は ABC検診に移行するのは間違いないみたいです。ただ、いつ移行するかわからないため、精度の高い

検査を行い、移行する時期を遅くする必要あると説明してくれました。 

次に、多くの症例を供覧しながら解説し、一点に集中してしまうと周りが見えなくなってしまうため、見落

としを防ぐには広い視野で外から見る必要がある。そして、病

変を見つけたらいろんな可能性を考えながら検査を進めてい

く必要がある。と何度も繰り返し言っていました。このことは、

他検査にも共通して言えることだと思います。 

今回の講習会では蒔田先生に胃がん検診の行方と病変部を

見落とさないための読影、検査の進め方をわかりやすく説明し

ていただきました。 

放射線技師の仕事が少なくなるのは死活問題だと思います。

胃がん検診に携わる放射線技師の皆様、精度の高い検査よろし

くお願いします。      藤枝市立総合病院 濱口 佳史     

ボボウウリリンンググ大大会会がが会会開開催催さされれままししたた！！  
8月 24日、ボウリング大会が行われました。今年は夏休み期

間中の開催ということで、会員の皆さんには、ご迷惑をおかけ

したことをお詫び申し上げます。そんな中、27名の方に参加し

て頂きありがとうございました。 

 当日は、去年の大雨とは違い、天候にも恵まれ楽しい時間が

過ごせたと思います。会長の挨拶、始球式に続いて 2ゲームの

熱戦が繰り広げられました。今回の商品が“ルンバ”というこ

とで、皆さんの目の色が変ったことが印象に残っています。 

 さて、プレーの方ですが、男性 1位は、344点 片山 昇さ

ん、女性 1位は、334点 望月 裕子さん(女性ﾊﾝﾃﾞｨは、1ゲー

ム 30点)でした。僕自身は、245点で商品 GETならずでした。 

 こういった活動は、普段、勉強会で会う顔とは違い新鮮でよかったです。静岡市立静岡病院 三浦 篤 

第1回胃がん検診エックス線撮影従事者講習会が 

開催されました！ 
平成 25 年 10 月 5 日（土）  グランシップ  参加者 23 名 
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８月 24 日 ボウリング大会 

９月６日 第 3回幹事会（静岡厚生病院） 

９月８日 静岡ふれあい広場参加 

10月５日 第１回胃がん検診エックス線撮影 

従事者講習会  第１回放射線セミナー 

 

 

 

日時   平成 25年９月６日 

場所   静岡厚生病院 

出席者  中部地区会幹事 10名、県技師会副会長１名 

 

 

 

 

 

 

 

平成26年３月８日(土) 平成25年度中部地区会総会 

第２回放射線セミナー及び胃がん検診エックス線撮影従事者講習会 もくせい会館 

会費納入のお願い 
皆様には日頃より地区会活動・技師会活動にご理解を頂き有り難うございます。今年度前期もいくつかの

事業を行ってきましたが、今後も計画通りの事業を行う上で皆様の会費の納入を必要といたします。すでに納

入されている方には大変失礼なお知らせでありますが、未納の方がいらっしゃいましたら、お早めの納入をお

願いいたします。中部地区会会費につきましては、納入方法は、下記の要領にてご送金賜りますようお願い申

し上げます。技師会会費につきましては、納付書にて納入をお願い致します。 

中部地区会会費納入方法 
1. 中部地区会幹事にお渡しください。 

児玉 吉彦（静岡厚生病院）      飯塚 知幸（清水厚生病院） 

橋本 隆 （静岡厚生病院）      佐野 文香（静岡市立清水病院） 

小澤 紀哉（静岡市医師会検診センター）浜口 佳史（藤枝市立総合病院） 

三浦 篤 （静岡市立静岡病院）    鈴木 邦幸（市立島田市民病院） 

青島 満 （焼津市立総合病院）    杉山 真弓（静岡済生会総合病院） 

2. 業者の方（富士フイルムメディカル等）にお願いして下さい。 

3. 中部地区会会計担当までご郵送ください。 

〒422-8527 静岡市駿河区小鹿 1丁目 1番 1号 

静岡済生会総合病院 放射線技術科   杉山真弓 

                                     054-285-6171 内線 2610 

不明な点がありましたら、中部地区会会長 児玉にご相談下さい。 

JA静岡厚生連 静岡厚生病院 放射線科   児玉吉彦 

                                    054-271-7177 内線 1181 

＊ 複数人数(二名以上)が在籍されている施設では、施設ごとまとめて納入していただけると 

助かります。 

 

経過報告 
 

行事予定 

第 3 回 幹事会報告 

１ 会長挨拶                   ６ レクリエーションについて 

２ 県技師会より報告               ７ 第２回放射線セミナー及び胃がん講習会について 

３ 第 1回放射線セミナー及び胃がん講習会について ８ 退会希望者承認について 

４ 静岡ふれあい広場について           ９ その他 

５ 地区会ニュース秋号発行について 

静岡ふれあい広場の様子 


